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 原子力発電所敷地境界に設置しているモニタリングポストにおいて、雷雲の接近に伴い指示値が一時的

に上昇した事象を確認するととともに、時系列的にピークが移動していることを確認した。 
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1. 緒言 

 柏崎刈羽原子力発電所は日本海側に面しており冬から春先にかけて、落雷が頻繁に発生する。落雷に伴

う制動放射線により発電所敷地境界に設置している高線量モニタリグポスト（測定器：電離箱）において

空間線量率が上昇することは既に知られているが、今回、雷雲の接近に伴い、複数の低線量モニタリング

ポスト（測定器：NaI シンチレーション検出器）と複数の高線量モニタリングポスト（測定器：電離箱）の

指示値が上昇する事象が確認された。 

2. 事象内容 

平成 30年 4月 8日に柏崎刈羽原子力発電所敷地境界付近に設置している複数のモニタリングポスト（NaI

シンチレーション検出器及び電離箱）において、空間線量率が一時的に上昇する事象が発生。低線量モニ

タリングポストのおける空間線量率上昇の測定推移を図１に示す。 
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図１ 空間放射線量率（低線量）の推移
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 原子力発電所からの影響を調査するとともに、空間線量率が一時的に上昇した原因を推定した。原子力

発電所の排気筒モニタの指示値に変動は無かった。同時刻の気象状況は、雹が降っており、原子力発電所

上空に雷雲が接近していた。また、発電所の南側に設置しているモニタリングポストから順次、指示値の

ピークが移動していることを確認した。さらに、モニタリングポストのスペクトルデータを解析したとこ

ろ、高エネルギー側の成分が検出された。 

3. 結果 

 調査結果から、平成 30年 4月 8 日に柏崎刈羽原子力発電所敷地境界で発生した空間放射線量率の指示値

上昇は発電所からの影響によるものでは無く、雷雲内における制動放射線の影響によるものと推定した。 
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